
(4)警む.

卒
採
じ
ゅ
う
の
母
と
子
が
み
ん
な
、
と
ん
な
笑
顔
で
暮
せ
る
よ
う
に
と
願

い
を
ζ
め
て
:
・
木
紙

2
月
号
〈
旅
ち
ゃ
ん
の
ス
テ
ー
ジ
〉
夜
明
却
の
母
と
テ

飽
和
問
問
十
玄
年
度
予
算
案
ほ
か
一
平
'
一
、
教
育
女
佑
の
向
よ
る
交
官
閣
安
全
対
揮
と
し
で
は
、
特
じ
開
戦
記
鞠
と
い
え
ば
、
故

八
議
揮
を
審
議
す
る
た
め
目
、
議
ム
制
定
青
少
年
を
中
心
と
し
+
薪
い
い
時
伐
遜
学
開
会
中
心
に
祭
壇
楢
・
ガ
ー
ド
レ
側
担
井
思
議
民
の
臼
露
戦
記
議
ヲ
ζ
と
が
で
き
た
が
、

例
会
慌
が
れ
ま
え
察
署
騒
に
ふ
さ
め
し
い
人
間
育
成
室
内
市
え
を
草
履
し
、
公
害
対
し
て
は
、
附
お
さ
を
は
じ
め
を
努
空
ト
の
思
い
出
と
を

む
市
長
の
聾
富
喜
左
中
心
尺
妻
の
計
聖
一
尊
害
、
学
校
警
の
警
矢
部
室
-
轟
白
調
査
を
引
制
の
一
曹
震
に
よ
る
従
軍
記
め
に
も
な
っ
た
ら
と
躍
義
高

昭
和
四
十
五
車
度
の
重
点
施
簿
L
つ
い
震
予
吋
社
会
教
育
の
振
夷
ス
ポ
j
h
ノ
き
幅
削
主
持
な
い
ま
丈
於
こ
と
し
は
薪
州
中
作
品
が
争
唱
が
、
こ
れ
か
の
で
整
理
し
て
『
晶
の
比
島
』
f

で
お
知
ら
せ
し
ま
し
ょ
う
。
を
議
じ
て
の
悼
力
1

っ
く
白
の
暗
送
、
総
た
に
公
害
測
定
車
を
這
入
し
で
、
公
害
問
ら
は
刷
出
と
し
て
、
百
五
の
B
G
U
朝
百
十
ペ
ー
ジ
一
一
一
百
部
を
嘉

昭
和
額
十
五
ヰ
度
が
、
「
年
塚
市
船

A
ロ
的
な
青
少
年
対
錆
活
動
夜
積
極
的
に
源
の
監
積
測
定
体
制
の
強
化
交
は
か
る
附
理
命
生
揚
が
せ
た
大
東
亜
戦
友
や
遺
窓
の
箆
酎
を
探
し
て
は
河

合
開
発
計
鴎
」
の
実
施
初
年
度
で
あ
る
進
め
ま
す
]

ζ

と
い
し
ま
し
↑
~
。
州
戦
争
に
一
兵
革
と
し
て
従
る
。
カ
ッ
ト
は
中
学
時
代
の
凶
恩
師
パ

己
主
ほ
す
で
U
G承
知
の
と
お
り
で
主
霊
と
L
て

は

、

童

詩

編

成

一

一

吋

襲

警

の

費

制

置

、

毒

自

生

害

し

た

富

伯

ハ

藤

沢

区

覇

。

霊

堂

す

。

重

品

入

口

重

対

揮

を

中

、

定

十

新

都

市

計

闘

に

よ

る

地

産

分

の

決

制

金

主

さ

ん

宮

島

洋

戦

従

事

島

み

て

間

輔

の

襲

さ

い
う
ま
で
も
な
さ
の
計
護
、
本
分
な
学
習
が
で
き
室
長
舎
の
新
設
定
た
こ
ん
に
ち
、
都
市
議
授
業
と
附
軍
言
、
偶
然
残
っ
た
軍
撃
の
宛
ぷ
語
教
互
語
』

宮
現
状
主
ぜ
量
じ
、
長
期
的

a

増
事
ぞ
講
堂
@
学
校
ブ
ー
ん
な
し
て
一
自
重
量
捕
す
る
た
め
、
事
側
壁
事
白
誇
の
思
い
作
模
様
、
憲
民
の
あ
め
れ
な
宍

量
に
た
っ
た
高
度
差
益
都
市
甘
ど
の
盤
備
が
あ
げ
主
要
主
改
良
事
警
は
じ
め
と
す
包
霊
基
盤
州
出
喜
一
り
の
ま
ま
に
欝
い
た
も
の
究
室
き
の
平
和
な
占
領
一
地
風
景
な
喜

4
Dの
指
揮
と
な
る
も
の
で
す
。
し
た
文
化
セ
ン
主
?
の
第
一
期

r￥
と
し

τ
繋
備
事
業
を
一
実
施
す
る
と
と
も
に
、
施
糊
残
っ
た
戦
友
哩
族
た
ち
か
ら
盛
時
を
偲
ぶ
離
と
当
詩
の
模
様
が
つ
ぶ
さ
に
描
ム

が
っ
丈
加
啓
治
畏
は
市
議
含
一
醤
建
設
中
の
童
書
館
は
い
よ
い
よ
四
設
闇
司
去
の
近
代
化
と
重
公
害
対
側
霊
童
離
と
し
て
届
謝
さ
れ
て
い
る
。
る
。
す
で
民
一
克
中
臨
時
君
原
一

主
題
し
ま
す
か
、
議
・
内
容
と
革
、
水
撃
の
振
興
育
成
に
を
い
れ
側
撃
さ
ん
は
丙
望
書
農
家
喜
男
に
(
東
京
三
塁
議
(
市
空

襲
綴
綴
鱒
額
翻
脇
島
氏
の
み
な
さ
ん
の
期
待
に
会
い
う
喝
な
ど
、
票
各
民
生
治
と
近
代
制
約
字
真
理
語
、
現
在
市
内
千
石
河
静
夫
中
将
(
一
見
火
薬
臨
き
は
じ
め
い

麟
輔
韓
麟
麟
る
も
の
と
警
主
主
ス
ギ
長
市
ぎ
り
を
進
め
亙
た
め
の
融
合
的
な
附
で
重
宝
警
警
二
一
一
児
の
父
親
て
あ
牒
た
ち
か
ら
名
義
の
礼
状
や
激
励
ふ

明
プ
d
顔
錦
醐
警
で
は
、
神
図
書
に
造
成
巾
の
軟
重
量
舗
を
一
強
定
推
進
主
す
。
似
る
a

京
高
る
ん
霊
火
霊
(
し
よ
寄
菩
れ
て
い
る
。

瞬
静
事
態
鰯
鶴
脇
島
村
以
重
量
の
完
成
を
は
か
え
ま
友
、
主
ほ
か
、
中
小
企
芸
助
成
ど
し
て
山
間
う
〉
章
構
成
討
に
入
っ
ち
就
職
難
時
代
『
い
ま
ま
戦
争
芸
寄
る
A

濁
議
嘘
錦
繍
喝

d

A
仁
か
る
み
巴
只
ポ
1
Y治
勢
五
3
す
め
て
庫
預
託
禽
L

よ
る
融
露
制
度
目
U

充

憲

民

同

側

交

問
J

寒
風
所
の
え
一
試
は
い
ま
の
一
流
大
学
り
ま
せ
ん
固
ま
し
て
や

y連
部
補

擁
一
一
一
い
議

F
町
議
カ
づ
ぐ
り
や
社
会
善
意
識
の
章
、
じ
め
と
し
た
経
常
丞
司
公
害
排
除
と
鮒
会
よ
り
競
争
率
が
激
し
か
っ
た
文
言
語
仁
給
し
た
苦
み
は
際
空

騨
軒
鮮
鱒
騨
義
之
青
少
牢
量
番
苦
重
し
ま
す
。
量
伎
の
向
上
応
つ
な
が
手
中
小
企
葉
山
川
お
り
品
主
主
襲
言
明
け
総
説
し
た
で
え
た
だ
雲
量
一
言
と

篭
υ

当
調
磁
‘
や
り
点
一
一
、
生
{
滋
甥
境
整
嬢
忠
実
月
間
地
ぞ
昨
年
に
引
き
続
支
持
布
団
側
が
金
寸
さ
ん
は
鍍
芳
な
成
時
捕
で
合
時
入
所
、
ち
な
か
っ
た
也
採
の
私
た
ち
の
拍
車

購
一

E
轟

ヤ

鳴

潔

基

警

の

裏

話

器

襲

を

町

民

福

成

し

主

観

議

霊

で

糊

や

が

て

官

費

総

竺

重

火

議

(

し

の

主

L
H記
録
し
て
お
き
た
か

鱒

拶

織

畿

時

よ

誌

ト

D

A

Y

>

は
、
ま
ず
か
持
警
護
主
主
の
金
問
ょ
う
)
に
配
属
勤
務

i

e

;

す。

ζ
の一

麟

輯

轍

ぞ

湯

川

器

障

理

議

ダ

羽

海

舗

装

が

完

成

1
手

宅

購

光

客

酬

明

、

昭

和

十

六

害

額

襲

撃

警

警

護

雪

に

私

自

晋

欝

轟

肘

髄

磁

器

隊

問

刑

訴

聾

綴

炉

く

の

誘

習

を

は

か

え

去

し

一

一

十

周

年

間

嘉

吉

、

野

戦

車

襲

撃

後

遂

畿

一

ヤ

い

。

戦

争

韓

議

輔

副

1
(
立

駅

錯

し

品

購

私

有

童

三

宮

つ

D
に
つ
い
て
一
は
記
側
兵
と
し
て
東
部
第
七
の
欝

'
J
J
-
J
f一瀬みる一

関
品
目
日
穏
津
守
て
号
弘
職
翻
響
J

念
行
事
と
し
て
さ
り
に
一
段
と
妻
レ
側
十
づ
震
に
入
峰
、
議
ノ
ザ
議
鯵
撃
勝
〈
平
和
が

繍
拶
静
幹
線

J

一

三

亀

矯

灘

綿

織

噂

た

も

の

に

す

る

考

え

で

す

。

間

籍

軍

翼

専

用

議

機

鯵

襲

撃

線

務

官

ぐ

思

い

ま

す

。

鰻
臨
鈎
叫
鰯

F
埼
岬
戸
ト

i

u

d
犠
E
管

B
(

四
、
都
市
議
盤
整
鏑
側
備
隊
か
ら
南
方
戦
融

e

毅
畿
繍
懇
瀦
緩
緩
援
機
線
量
の
者
一
い
入
会

醐
網
野
舗
牢
欝

4

2

と
青
い
さ
象
徴
義
也
一
湘
酬
に
派
遣
し
さ
れ
、
マ
ニ
今
襲
撃
襲
撃
警
磯
町
長
っ
て
ヨ

撃鐸融
i

引
制
守
る
た
め
、
市
民
主
に
暮
し

3閉
の
息
環
指
高
脅
し
な
が
ら
、
社
側
ス
パ
虫

1
K
コ

ノ

o
e
i
-
-
守
た
い
も
白
で
ま

轟

品

購

智

問

主

活

覇

境

獲

備

事

業

主

主

鷺

著

書

の

還

に

対

応

し

、

あ

わ

せ

て

糊

V
ヒ
R
ー
ん
と
塁
、
事
務
長
わ

JJ52市
役
言
葉
市
内
に
友
人
M

騨
閣
制
輯
司

1
8
実
施
芸
と
と
も
に
、
都
市
話
芸
議
官
ー
と
の
調
和
の
と
れ
と
都
市
づ
糊
砲
兵
震
と
な
っ
て

2
5で
終
戦
。
ジ
〈
型
水
産
関
係
に
も
一
重
っ
て
乏

噛

品

輔

鱒

n
a
H
み
か
ら
一
生
じ
る
交
空
軍
公
害
問
題
〈
長
率
一
信
者
重
義
く
と
捌
速
に
害
さ
れ
る
こ
さ
語
、
有
名
な
ル
田
主
し
で
い
る
α

小
学
生
の
こ
ろ
合
同

購
詑
町
韓
説
明
て
に
対
処
し
、
読
舗
の
瞳
捕
を
は
か
め
の
警
な
諜
閣
と
い
え
ま
す
」
ま
ず
糊

1
ム
鉄
道
正
事
の
喜
な
ノ
ん
マ
に
耐
え
轟
で
一
零
慣
を
も
っ
た
認
の
襲
家
昭

瞬

間

炉

輔

上

宮

勺

て

い

当

事

。

桂

黙

と

し

て

重

の

Zに
わ
た
4
都
市
襲
警
附
て
、
一
一
十
三
犀
九
月
八
恒
ぶ
り
に
菌
室
の
お
か
げ
妥
警
は
内
務
客
室

輯
持
鵠
麟
離
宮
噴
出
言
語
聾
昔
、
荒
階
建
て
は
事
長
時
正
事
の
議
長
仰
や
踏
ん
器
、
心
身
消
苦
言
年
ほ
と
た
め
さ
巴
な
が
ら
え
た
と
い
え
趣
味
山

繭
臨
ん
軒
騨
醐
醐
の
申
崩
耐
火
晴
造
に
互
に
と
と
し
、
物
移
転
計
同
室
め
、
篤
入
、
須
賀
仇
側
病
人
事
回
生
滞
在
送
っ
ち
事
b
南

昨
(
J
岬
風
流
)
。
萎

(mι
と
短
大
一
空

襲
繍
韓
本
年
度
は
大
野
地
区
に
八
十
一
戸
を
重
荷
訟
の
建
物
ま
に
つ
い
て
前
向
き
側
、
間
宮
北
へ
、
重
の
撃
を
転
々
八
女
宣
言
語
言
切
る
い
事

鶴
鞠
鞠
醐
輔
輔
し
、
あ
わ
せ
て
従
来
の
誇
市
営
住
宅
の
議
官
と
り
く
み
、
護
市
「
街
地
む
側
年
、
奇
駆
的
に
生
還
し
ゃ
ん
肘
は
、
演
く
に
青
豪
一
一
ほ
の
主
人
公
で
あ
る
。
五
十
一
↓
一
一
線
i

i
E
l
i
-
-

も
瀬
町
謹
で
替
凡
で
い
き
ま
U
3
0

ま
た
塁
と
書
籍
を
は
か
り
ま
、
ヲ
@
公
側
帯
を
一
過
ぎ
て
一
一
王
一
一
歳
に
な
っ
て
い
た
e

所
は
平
家
市
千
骨
量
九
F

圏
、
主
ヲ
乙
白
計
両
聞
の
帯
広
明
開
念
で
あ
岡
崎
坦
民
ゐ
分
譲
宅
地
の
造
成
事
業
、
が
共
下
水
道
場
認
は
、
力
再
め
が
迫
r

え
る
附
多
〈
の
犠
紅
と
混
乱
の
な
か
で
、
身
軽
な
独
唱
藤
晴
光
・
広
報
モ
ニ
タ
ー
)

品
言
葉
品
問
、
す
な
わ
ち
車
く
完
成
す
る
よ
う
苦
し
ま
す
。
保
護
度
言
、
紅
ハ
前
部
お
の
残
孟
側
害
見
の
が
せ
め
て
も
の
幸
い
で
あ
っ

O
市
民
み
ず
訟
の
ま
ち
と
ど
陪
審
議
山
、
特
に
老
人
員
警
の
完
号
、
八
震
や
代
宮
町
に
わ
側
た
e

再
ぴ
勤
め
に
出
る
気
に
な
季
、
輯

早
塚
市
理
に
底
主
主
ヘ
去
町
主
主
し
た
っ
て
幹
線
と
枝
線
の
禁
罪
一
事
主
側
あ
っ
て
金
千
買
に
入
り
今
日
に
先
日
ん
。
昭

一
O
沼
田
の
案
一
と
脅
威
、
汗
ソ
を
み
允
八
イ
才
一
以
k
m
間
四
課
加
入
当
医
持
費
進
め
、
庄
一
護
団
hv
黒
部
ポ
ン
ブ
場
建
設
附
和
十
ペ
折
、
神
武
屯
に
駐
屯
し
て
い
た
汗
時

よ

い

平

域

山

十

割

給

付

劇

団

民

を

、

ζ
と
し
か
ら
被
慌
の
第
一
一
苅
庁
一
事
に
着
手
し
ま
す
@
酌
駅
前
問
中
践
の
内
務
偶
千
野
時
ト
准
尉
が
内
地
に
転

。
軟
骨
文
也
都
市
と
し
て
人
間
性
豊
積
善
以
外
の
お
と
し
ょ

υに
も
適
用
し
広
場
故
体
正
事
と
八
幡
議
質
舗
の
行
体
制
属
に
な
っ
た
察
、
助
手
を
し
て
い
た
関
係
か

か
な
平
塚
山
て
、
医
襲
の
弓
己
負
雪
解
街
喜
夜
空
言
五
年
度
目
ぺ
ん
で
ま
す
が
そ
附
主
旨
品
由
一
部
を
ま
と
め
て
蓄
に

O
広
域
醐
に
お
け
一
綾
部
岬
と
し
て
か
る
乙
と
に
じ
ゅ
ま
し
た
。
市
民
話
回
日
新
の
ほ
か
市
曜
の
故
良
や
舗
装
な
ど
に
つ
附
託
「
主
に
中
只
ア
ル
バ
ム
と
軍
隊
手
帳
と
一

の
平
塚
市
蹴
だ
ま
さ
庵
完
成
し
ま
す
が
、
そ
い
で
ゑ
一
一
書
債
を
し
、
幅
広
く
町
民
側
冊
目
ノ

i
gっ
令
己
の
ノ
1
ト
が
神

星
空
向
っ
て
輯
極
的
福
山
し
の
ほ
か
火
議
長
棒
、
ご
み
量
施
事
き
し
た
き
ζ
と
に
し
ま
長
側
武
芸
考
量
し
た
遺
作
約
抗
議
記
で

た
い
と
述
べ
、
同
時
に
本
年
度
は
、
次
設
の
新
』
と
故
健
闘
冊
余
計
へ
の
火
以
よ
加
藤
一
一
円
長
の
市
政
方
針
の
中
附
八
伝
聞
の
命
ぞ
か
け
た
鹿
の
記
糾
酷
で
あ
れ
刊

の
凶
つ
の
設
奇
襲
主
中
心
と
し
て
、
幅
な
運
営
費
補
開
会
閣
の
整
備
と
掛
か
ら
企
〈
あ
ら
ま
し
き
紹
介
、
主
し
側
隈
一
つ
の
事
の
議
で
も
あ
っ
ち
た
ま

霊
的
な
市
政
由
連
警
は
か
り
た
い
り
だ
く
充
実
捕
が
そ
り
五
て
い
た
-
霊
度
予
算
の
教
'
め
な
く
わ
レ
畑
幸
同
十
一
年
七
月
詰
神
社
露
戦
曹
飽

と
と
を
一
間
ら
か
ド
レ
手
U
T
3

ま
す
。
さ
宝
仙
社
会
問
題
と
む
っ
て
い
い
内
容
は
別
留
を
む
審
問
問
〈
だ
浮
い
組
長
抽
出
一
聯
障
の
慰
一
必
お
り

b
b
一十
t
h品

従軍国間「為的比島」を自費出版した

金子賞ヨえさん



一

四
月
か
り
来
庁
一
一
斉
ま
で
わ
〕
年
間
に
、
市
民
の
日
め
に
!
と
一
コ
智
一
っ
か
君
子
四
十
五
年
度
の
手
野
県
在
一
…
一
月
市

議
会
で
決
ま
っ
た
。
そ
の
内
容
は
市
廷
の
沖
藷
に
大
き
な
怒
轄
を
与
ヰ
Q
戸
げ
に
そ
の
使
い
み
ち
空
よ
〈
見
吉
知
的
よ

30
響
曲
話
、
一
塁
計
五
十
一
笑
千
方
一
同
競
輪
長
袋
な
ど
特
別
会
副
八
会
計
が
七
十
三
一
憶
一
千
九
百
万
同

病
院
事
業
会
箭
十
一
億
五
千
古
万
円
を
合
わ
せ
、
総
額
で
百
一
一
一
土
ハ
億
豆
手
百
万
内
と
な
D
、
昨
年
当
初
に
兆
し
、
一
一

問
問
・
一
時
の
悼
び
と
な
っ
た
。
需
沼
十
五
震
は
、
平
需
総
合
開
祭
計
聖
誕
の
初
年
在
あ
た
E
、
投
資
的
経

費
、
四
O
一
指
9
見
込
み
か
な
D
大
幅
な
事
業
費
と
な
っ
た
。
市
長
は
『
本
年
度
は
、
新
し
い
都
市
ビ
ジ
ョ
ン
を
め
ざ
す

総
合
豊
富
へ
白
竺
雲
一
踏
み
出
す
議
護
持
で
あ
D、
ζ
の
基
本
愛
国
に
従
い
市
民
告
に
襲
レ
た
煽
揮

を
よ
州
、
山
尺
①
教
育
文
化
の
向
ト
tmw主
活
環
境
整
時
窃
一
評
議
活
詳
m
-
h興
曲
都
市
碁
税
暫
鎗
の
白
ヲ
古
語
旦
耳
目
施
簡
と
し

た
』
と
述
べ
た
。

民生部保険年金課



; 

も

相
模
川
全
出
血
液
米
に
よ
っ
て
混
在
か
」
と
い
う
員
同
の
豊
百
で
あ
る
。
と
の
で
き
る
も
り
ん
伝
帯
一
マ
4
7、
葬
祭
)
の
審
物
が
、
す
で
に
配
布
し
ワ
市
零
己
ん
み
ず
か
ら
霧
を
執
ら
れ

の
漁
港
は
使
用
木
可
飽
と
な
る
の
で
た
ま
た
宇
田
た
く
し
ほ
、
競
輪
寄
蔑
領
し
て
窟
止
す
る
と
は
政
治
家
四
〈
セ
ト
れ
、
ヂ
。
ょ
に
な
く
な
っ
て
し
た
『
こ
ん
に
ち
は
d

市
山
由
の
み
さ
口

県
は
出
制
裁
沼
海
計
間
四
と
の
関
退
支
認
罷
論
に
づ
い
て
一
日
月
号
の
広
報
に
欝
熔
度
と
は
思
え
な
い
。
公
営
ギ
ヤ
ジ
ま
っ
た
。
ん
』
を
拝
見
し
て
い
る
う
ち
に
友
へ

査
検
討
を
す
す
民
議
会
も
ζ

れ
を
い
た
が
、
射
幸
的
相
官
諜
ー
か
け
む
と
ず
ん
を
、
人
面
、
伊
じ
い
識
し
み
し
L
L

と
の
本
提
有
志
二
十
}
名
で
剖
の
こ
と
は
に
加
え
て
町
市
長
さ
ん
と

認
め

τき
た
の
で
あ
る
。
調
査
の
段
の
遊
び
J
は
、
人
間
由
競
争
本
能
で
て
育
て

τい〈
ζ

と

cf、
首
長
止
行
舎
を
つ
く
E
、
七
手
部
を
限
定
出
市
民
於
し
っ
か
主
T

を
結
ん
だ

階
で
長
は
五
つ
の
案
幸
市
、
し
た
が
、
と
れ
を
抑
制
羽
し
て
人
筒
社
会
を
請
す
し
て
の
積
磁
的
な
姿
勢
で
あ
わ
J
A

覧
板
し
工
系
り
全
十
郎
を
わ
た
く
し
に
贈
町
』
と
い
う
患
い
を
掻
く
い
抱
者
呈
し

第
五
一
誌
は
相
川
口
右
岸
に
鴇
諮
吾
計
回
る
と
と
は
で
き
な
い
。
中
共
・
ア
ル
務
系
出
な
か
ろ
ラ
か
。
ら
れ
た
。
と
の
友
情
は
身
に
し
品
て
た
。
何
む
と
に
判
断
絶
と
い
う
こ

し
、
そ
の
付
近
一
帯
を
露
関
連
崩
パ
ニ
立
点
〈
共
産
関
一
一
J
簡
を
は
じ
と
の
見
地
か
勾
市
詰
和
二
寸
う
れ
1
V
く
、
わ
た
よ
し
は
紫
斑
な
気
と
ば
が
叫
ば
れ
る
昨
そ
市
長
三

均
と
し
て
造
号
、
つ
づ
と
問
刊
に
一
、
四
百
年
十
一
月
か
ら
今
日
よ
で
開
怯
し
持
ち
で
乙
の
好
喧
に
あ
ま
え
た
の
で
と
市
民
の
結
び
つ
き
の
強
い
と
い
う

警
を
量
す
る
と
い
え
い
れ
ば
羅
雄

J
j
'
i
J
d、

4

4

J

ζ

と
は
、
平
塚
市
の
い
っ
そ
う
の
繋

ー

市

の

警

官

一

に

そ

っ

た

司

宙

開

。

問

問

け

〆

ヘ

鴻

畿

線

機

織

鱗

麟

欝

畿

勢

イ

~

ソ

¥

込

栄

方

支

え

る

も

の

と

な

る

で

し

ょ

川

}

と

こ

ろ

が

、

去

る

一

一

一

月

一

一

十

五

い

口

総

阻

む

J

綴
緩
鍛
鱗
緩
綴
鋭
機
縁
緩
畿
際
線
緩
仇
で

~

f
贈
た

〉

M
-
d鮮
問

叩

》

ば

義

務

額

縁

都

議

襲

撃

議

機

か

し

?

与

》

山

図

の

県

議

会

毒

患

者

E

J

J

了
島
丸
ノ
議
議
警
警
。
一

v

p

ヂ一

t
k

わ
た
く
し
告
に
ま
で
示
し
て
く

州

立

建

設

を

断

李

る

と

蓄

え

ま

一

幹

ど

ご

何

事

警

宏

明

解

跡

目

く

だ

さ

っ

た

む

量

5
5

M

J

F
長

か

せ

た

え

一

翻

騒

い

グ

二

議

議

ふ

い

し

れ

が

41JZU7に
皇

室

長

れ

る

…
の
問
時
紅
白
詰
止
一
鰐
主
ノ

J
一
ぷ
J

一
説
明
対
話
訪
日
目

山
一
一
月
定
例
市
議
会
話
、
蓄
の
建
設
当

2
2
2
H十
比
露
悪
受
J
古

賀

メ

ハ

~

の

手

っ

た

E
の
な
い
平
塚
の
市
議
に

問

主

5
5じ

め
二
千
た
り
蓄
し
て
重
た
と
こ
ろ
で
お

4
…

艶

よ

町

い

ち

J

季
子
手
段
J
訟

づ

い

丈

い

〈

宗

の

襲

短

銃

;
の
議
案
を
…
君
主
業
関
係
省
の
死
重
で
あ
る
。

D

ニ♂一義
t
f畿

党

三

市

在

抱

い

て

持

見

い

た

し

君

主

:

;

一

一

亙

ハ

日

員

会

g
i
g
-間

一

一

新

字

字

詰

翠

区

一

一

刊

誌

も

し

い

お

じ

さ

ま

だ

な

あ

長

い

ま

じ
話
駐
日
訪
問
uur
額

一

な

:

付

込

龍

議

霊

山

じ

い

ぎ

き

れ

も

さ

だ

を

川
た
つ
℃
震
の
施
害
対
応
し
な
に
ぎ
示
。
山
つ
よ
い
書
M
M

ど

七

一

た

戸

、

三

議

選

議

W
A
U恥

L
E
S
E援

の
富

山
色
、
市
民
生
活
仁
盟
結
し
た
施
能
う
F3Jえ

て

お

ら

主

主

縫

か

め

る

ヨ

ロ

一

、

一

(

j

い
鱗
麟
〆
ら
〉
ゾ
長
義
紗

F
9刊
の
お
に
お
酎
き
だ
さ
い
ま
せ
。

削
白
書
よ
し
文
教
育
文
叱
の
向
上
と
と
も

E告
書

室

長

誠

一

五

ぺ

…

¥

議

b
F
5
7
6

年
た
年
の
始
め
に
思
い
が
け
な
い
お
方
か

:

浴

室

の

襲

襲

警

の

撃

さ

ん

長

く

重

量

ぃ

。

替

問

d

d

鰍

駒

子

(

制

緩

た

昨

m
i
i
r
z

m

襲

都

市

基

盤

の

蓄

の

四

ワ

の

第

一

夜

競

輪

問

題

;

霊

前

守

二

一

£

兵

む

警

子

も

ぎ

し

の

心

長

ま

し

て

m
F、
遣
す
宅
島
題
に
つ
い
て
都
知
事
は
『
撃
と
行
政
の
百
策
に
障
問

γ

F

A

ゑ

匂

ぐ

れ

る

己

と

で

し

ょ

う

。

川
約
四
十
分

Eた
っ
て
市
長
と
し

E
Eミ
財

政

上

島

警

式

ヰ

て

い

る

委

譲

宍

わ

た

く

し

は

あ

る

。

と

と

し

は

何

か

す

苦

し

い

ζ
と

川
て
の
所
信
高
ら
か
一
ト
ν
た
。
と
え
て
量
ギ
ャ
ン
ブ
ル
の
壁
に
め
-
革
の
ほ
完
ど
の
閉
山
ぐ
に
や
健
全
霊
よ
し
ず
ご
予
定
レ
ジ

7
主
み
〈
だ
さ
っ
た
万
々
一
言
、
と
の
起
こ
さ
ヲ
一
な
気
が
し
ま
す
」

間
十
一
・
こ
の
間
民
金
銭
衰
の
ふ
み
き
っ
と
会
べ
て
い
る
か
、
地
方
自
治
拡
が
、
か
け

E民
大
衆
と
し
て
曾
て
て
い
〈
培
え
を
問
明
ら
か
た
く
支
の
腕
績
を
き
か
せ
て
い
た
と
と
し
の
初
も
そ
の
訴
え
鎌

川
総
括
諮
問
簡
が
行
な
わ
れ
た
。
数
多
く
市
長
は
『
健
全
娯
楽
』
と
い
い
、
総
の
懇
ー
と
い
う
観
点
に
た
っ
て
、
一
に
し
た
。
ピ
い
ち
ふ
の
う
ち
の
ひ
と
つ
を
紹
意
の
八
幡
さ
ま
で
ふ
た
D
連
れ
白
若

山
の
質
問
の
う
ち
、
つ
ぎ
の
ニ
つ
の
間
合
開
発
許
菌
、
占
『
レ
ジ
ャ
ー
』
と
定
の
規
制
の
も
と
に
公
認
し
て
い
る

X

X

升
し
た
い
。
い
女
性
を
、
宮
フ
ィ
ル
ム
と
は
出
岡

山
鱈
に
つ
い
丈
わ
た
く
し
の
考
r
A
在
し
て
基
づ
け
、
観
覧
席
の
拡
大
を
の
が
弱
状
で
き
。
監
の
九
月
ド
誇
主
た
「
こ
「
間
人
の
船
、
活
気
の
雪
問
主
ず
に
き
た
お
わ
び
に
-
豊

川
添
ぺ
で
ご
了
解
を
求
め
た
。
益
し
て
い
る
。
首
長
と
し
工
完
現
状
ω談
合
欠
い
た
毒
認
さ
ん
ん
に
ち
」
川
市
民
の
み
な
さ
ん
」
(
広
蓄
の
町
、
に
ぎ
や
か
な
町
、
友
人
し
主
の
お
礼
状
で
あ
る
e

川
第
一
は
、
相
模
川
全
面
取
水
に
対
だ
っ
た
一
一
つ
の
型
で
あ
る
か
、
市
訟
は
、
か
け
と
と
は
泡
S
に
w

却
し
む
こ
報
に
惑
い
た
市
長
隠
想
し
九
日
刊
新
か
る
主
り
よ
う
な
釦
品
耕
作
土
器
ら
れ
た
門
出
悶
和
四
五
・
回
二
ν

制
す
る
酔
港
問
題
で
あ
る
e

出
資
勢
拡
正
し
い
も
む
と
4
4
え
石
と
が
翠
ま
L
Y
丸
、
適
度
に
擬
し
む
こ
宵
L
む
っ
た
コ
-U
ム
記
事
と
で
麟
平
塚
の
命
。

定句? 

BROTHERS & 
SISTERS MOVEMENT 

軍曹と 会.4河24E1f後) 13，00-16，00 
lIiIIところ'農整会館
重富テ--:;r..ft;'(ん檎診盤けて安心明るい苓 Lj

Fがん由早期発見は脅を救う Jr世
容のすべてP人民町韓療を可能な

最高の水準に郵還させるJ
豊富内容 -11韓，轟箆事評論家お堪純ニ民/対

談・省担線二と東海林太郎/アト

晋クシ，，~〆東海林太郎

￥ 

平塚地盤会員募 集BBS 運動とは、非 行 少 年 を よ く

しようとする友だち活動を中心とし

た膏年運動です

非行少年のいない、そして犯罪の

ない関るい社会の建設に答与するこ

とを自治としていiます

当認、午前9時30骨-118寺3自分まで

そ予震がんの検診も行なうお気軽に"お問い合せは青少年政

瀦毒事係に
γ転L22-1700 肉親 228
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c:=コ

図
書
記
聞
が
で
も
F
だ
。
昭
和
問
間
十
一
勾
、
平
山
拭
市
文
化
ピ
ン
3
1の
器

世
帯
想
が
た
て
ら
れ
、
そ
の
第
一
次
建
訣
を
凶
書
簡
と
決
定
、
四
十
一
一
一

毎
十
月
、

F事
に
普
h
J
、
こ
と
し
二
月
完
成
し
た
。
内
部
の
諸
施
設
は

す
べ
て
情
報
化
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
近
代
的
な
措
時
そ
も
ち
、
い
ま
は

ー自由日"目白血

~.........‘“"."ω 

市
民
の
制
的
を
持
つ
ば
か
り
a

図
書
訟
で
は
、
四
月
二
十
一
日
、
五
白

人
の
米
賞
記
崎
町
い
て
帯
感
式
と
静
籍
者
行
な
い
、
一
一
イ
臼
巴
か
ら
一
般

一
山
民
に
開
放
奉
仕
活
動
を
は
じ
め
る
。
ま
た
、
す
〈
化
セ
ン
タ
ー
島
外
展

示
物
の
告
戸
別
輸
関
車
D
皮
も
、
岡
崎
公
開
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
@

らつ か

11 曹

v
骨
費
は
部
一
一
一
言
問

マ
活
動
は
脅
積
変
甑
虫
1

野
外
レ
ク
リ

z
iシ
ぉ
シ
、
品
演
だ
よ
り
の
弼
行

な
ど

V
市
費
少
年
額
官
話
療
へ

V
こ
ま
申
盈
は
海
鼠
か
ら
怨
慈
悲
官
拍

緩
い
地
方
出
身
者
四
あ
つ
ま
り
守

す

怨 (22)17ω内線228
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wv
震
構
の
輪
後
ひ
ろ
げ
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務E主諜は、三種混合の3留めを4
Zヨ16日の見昨J合京港揚を議後tこ終了

し、引き続いて、 ζ の17日からI]'¥!-百

マヒ主主ヲクチン投与、穣主主と予防接

語菌作戦を実施する。

あなたの総ちゃんを怨ろしい伝染

病から侍るため、 ζ の巡回日程にし

たがって、予防注射在受けよう@

4月15日亡ホコ須賀公民館

グ 16臼 E木コ:a7lに公民館

，fr 23臼仁木コ崇蕃公民館

，fr 24日亡金コ松原公民館

d' 25日 C土コ八穏公民主宮

グ 27日仁丹コ

q 28B Cグ0
t-30臼 f木コ横内集会場

捺街閣は午後、1時30分;:)'03時まで

日曜日の急患

臼曜休診の急患を救うため、平塚

市医罰金は東海道線を演に文代診療

倒産在申し合わせている。

盟第1・揮38嬢罰は需倶JQ:医童話
瞳餌2・揮48援臼は北側E医院が

ている。 下原則であって都合によ D
変更もある。日曜臼はあくまで休診

臼であb、診療は緊急居者に限るJ
とされている。

輯共済関車語 . (22崩 1950コ
輔平揮市銀病院 (32思叩15)

覇済生会輯鶴 .. C!2鼠0520コ
盟杏書聖書量購読 (21底0346)
盟重奪回輯鶴 mαt毘 0570コ
腫車線輯説。“....(21民0911コ
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輯対語・ E第 1回J日主和44年 7J'll ! 
日から信不日叫年12)2J31臼までに生 i
まれた子。(第2回)!IE掬l44年 1 ; 

月 1臼から昭和44年 6Fl30臼¢出 i
d':者。(その他』生後18か月まで i
の子で2@:投与を主主けていない子 i

盟時間リ 腕試分から1附までo I 
醒巡回日程 i 
4月17日 C企J金E公民館金回 i

公民館 i 
P 18日 Cゴ二J中限公民館 1 
4少 20臼ぐ月)~~EB公民館 !Dlll時 i

会E号館 i 
# 218 (:J() 1坦公民館土沢中 i

学校 i 
d' 22呂 OJO村i回公民館1¥婚 i

公定鍔 E 

d' 23B c木コ富士見公民館 1 

d' 24日 ζ金J須賀公民館 1 
d' 25日 Cこc)松原公民館 E 
v 27臼問コ棋内集会劇団船 i

i百四之宮公民館 i 
d' 28臼ヴ0 花木公民館 i 
グ拙叩見附品草場 i 

i ゃん合、生まれてからまだ1度も

i 接種していないもの

f 臨時間・ 13前部分か G1::ff~まで
韓関草炭・Il[和44年 9月 1日から昭和 i瞳接溜臼

45年 2Fl沼田までに生まれた赤ち i 5月 4臼仁丹J盈Er:'2.Eて館豊E日

蕗i盟践獲量範!I藍益潔穆犠曜麟欝懇懸懇額獲富轟誤報量裂選磁韓議擁漉滋遜灘
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平塚市民医slJ9番 1号・平塚市役所広苓諜iJ?ちゃん

募集師。盟毎月拡せん回うえ、}人ずτコ広範妖に搭輩、記念写

真と市長のをL紙・設置広議守正10部を差しあげます。(広帯霊祭コ
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た
白
、
隠
れ
て
露

幼
稚
閣
で
は
子
ど
も
に
組
織
的
、
い
だ
り
、
ま
た
党
三
ょ
う
と
す
ゐ

系
統
的
に
怪
文
字
や
教
を
教
メ
て
意
欲
ぜ
も
な
く
し
て
し
ま
い
ま

い
な
い
の
が
普
通
で
す
。
組
職
的
す
。
書
か
せ
申
と
き
に
は
な
る
べ

系
統
的
の
指
場
は
小
学
校
で
や
る
〈
十
〈
き
な
d

ま
百
五
時
か
せ
ま
す
。
書

ζ

r
に
な
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。
〈
紙
交
無
理
に
質
っ
て
与
え
る
必

居
間
近
子
"
と
も
は
二
ア
レ
ピ
や
マ
曹
は
日
ノ
¥
新
開
に
入
っ
「
と
る

ジ
ガ
や
稔
京
な
ど
の
軍
曹
に
よ
っ
広
告
の
連
な
ど
在
使
用
し
、
ク
レ

で
玄
宇
hv
数
に
関
心
を
も
ち
A
め
ヨ
ン
品
、
マ
ジ
ッ
ク
な
E
モ
脅
か
せ

る
子
も
多
く
い
ま
ず
は
、
な
か
る
こ
と
も
一
方
法
で
す
。
規
学
す

に
は
書
く
子
も
い
ま
す
。
れ
ば
慰
問
と
構
反
さ
れ
て
い
〈
も

し
か
し
、
み
よ
5、
み
ま
ね
で
の
で
す
か
ら
あ
ま
り
神
経
ぞ
と
が

自
包
河
に
党
支
た
た
め
に
、
と
て
ら
せ
な
い
℃
〈
だ
苫
い
。
〈
担
当

も
誤
り
が
多
い
の
で
す
。
Z
J
P
E
打
田
U

が
一
度
誤
っ
て
党
支
一
克
己
品
宇
ほ

'. 

4 

揖
街
地
区
一
で
は
湧

在
、
い
ろ
い
ろ
の
会

告
に
線
協
生
醸
酒
組
合
所
有
の
集
会
所

を
利
用
し
て
い
る
。
も
ヨ
一
揖
、
混

棋
の
大
き
い
築
会
所
埜
ほ
じ
い
と
思

っ
て
い
る
。
こ
の
場
合
、
市
で
建
設

費
者
も
っ

τぺ
れ
る
で
し
ょ
う
か
。

土
渇
は
横
道
官
提
供
じ
て
も
よ
い
ζ

4
r
J
え
て
い
る
。円

減
晴
朗
・
瀬
熔
筋
一
一
民
}

山
ト
ト
い
川
教
育
番
員
一
品
交
は

。
J

O
一
一
山
小
学
校
夜
に
一
鎖
ア

つ
公
立
の
地
反
汽
ム
民
館
空
建
設
す
φ

方
針
受
~
丈
現
在
市
内
ム
ム
ハ
学
区

中
、
士
一
頭
の
建
設
を
完
了
し
ま
し

た
.
し
か
し
、
残
の
ゐ
一
一
語
と
今
後

学
底
あ
増
加
仁
ど
も
な
っ
ず
議
設

T
る
公
民
館
が
数
館
あ
D、
色
饗
望

の
よ
v

つ
に
地
域
の
聾
鼻
所
へ
の
補
勘

定
ど
ほ
混
在
で
き
ま
せ
ん
。

む
一
要
議
に
そ
え
ず
残
念
で
す
加
持

来
の
問
題
点
の
「
っ
と
し
℃
十
分
研

究
じ
て
い
き
ま
す
。

門
職
骨
骨
社
轟
義
務
課
〕

教
急
セ
ジ
タ
1
忍
建
設
が
す
す
仇
uyb
れ
て
い
る
が
、
間
開

含
め
て
市
属
病
融
聞
の
〈
と
こ
ろ
に
よ
品
と
開
業
医
の
手
を

つまれ

金大もど子市

み
一
時

3
閥
均
一

/

天

第

5

開
閉

φ体育祭φ

5月 1日 12時20分

野球大会/須欝球場、大津中学校

女子Yフトポ}ノレ大会/1高品葛校

地拡労・友盛互開館・宮公庁・商運{~唆チーム

富
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